
３月号

一

日

入

学

朝
か
ら
空
が
は
れ
上
り
、

絶
好
の
一
日
入
学
日
和
。

父
親
、
母
親
に
手
を
ひ

か
れ
、
て
れ
く
さ
そ
う
に

学
校
に
入
る
子
供
た
ち
。

教
室
の
中
を
め
ず
ら
し

そ
う
に
見
渡
す
子
供
た
ち
。

先
生
が
一
人
づ
つ
、
名

前
を
呼
ぶ
と
、
元
気
に
大

き
な
声
で
「

は
い
」
、
話

し
か
け
る
と
元
気
に
答
え

る
子
供
た
ち
。

通
学
す
る
日
が
ま
ち
ど

う
し
い
よ
う
だ
。



第 ９８ 号） 広 報 さ い 昭和４８年３月１日

一
月
三
十
日
、
午
後
二
時

か
ら
セ
ン

タ
ー
に
十
四

人
の
会
員

と
、

オ
ブ
ザ
ー

バ

ー
と
し
て
出
稼
協
議
会
役
員
三
人

が

出
席
し
て
、
佐
井

村
季
節
労
務
者
対
策

協
議
会

が
開
か
れ
、
四

十
七
年
の
事
業

報
告
、
四

十
八
年

度
事
業
計
画
、
予
算

が
審
議
さ

れ
午
後
四

時
三

十
分
閉
会

し

ま
し
た
。

こ
の
対
策
協
議
会

は
、
昨
年
六
月

、

村
内
季

節
労

務
者
の
福
祉
と
留
守

家
族

の
援
護

等
の
目

的
と
し

て
発
足

し
た
も

の
で
、
委
員

に
は
、
文

教
厚
生
、
産
業

経
済
常

任
委
員
長

、
部
落
総
代
会

々
長

、

社
会
教

育
委
員
会
々
長

、
農
業
委

員
会

々
長
、
季
節
労
務
者
協

議
会

々
長
、
民

生
委
員
協
議
会

総
務
、
労
働

組
合

評
議

会

議
長

、
教
育
委
員
会
委
員
長

、
教
育

長
、
助

役
、
民
生
相
談
課
長

、
漁
業

協

同
組
合
長
、
農
業
協
同

組
合
長

、
佐
井

小
学
校
長
、
佐
井
中
学

校
長

、
警
察
官

派
出
所
長
、
学
識

経
験
者
代
表

の
十
八

人
で
構
成

さ
れ
て

い
ま
す

。

村
長
の
あ

い
さ
つ
、

議
長

、
営
林
署

長
の
あ

い
さ

つ
で
始
ま

り
、
昭
和
四
十

七

年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
夏
型

の
出

か
せ

ぎ
者
の
多

い
北
海

道
に
九
月
七
日

か
ら
十
日
ま
で
、
札
幌
方
面

の
事
業
所

を
訪
問
、
冬
型
の
出

か
せ
ぎ
者
の
多
い

東
京
方
面
に

は
十
一
月
十
八
日

か
ら
二

十
一
日

ま
で
現
地
を
訪

問
し

、
夏

、
冬

型

と
も
、
賃
金

の
不
払

い
が
な
く
、
作

業
す
る
場
合
は
必
ず
ヘ
ル

メ

。
卜
を
着

用
す
る
よ
う
に
雇
っ
て
い
る
会

社
の
方

か
ら
、
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
十
三
日

か

ら
二

十
七
日

ま
で
佐
井
中

学
校
々
長

が

関
西
方
面

に
就
職
し

た
人

達
を

た
ず
ね

た
結
果

に
よ

る
と
、
中

学
校
を

卒
業

し

就
職
し

た
年
は

、
ま

じ
め
に
働

く
が
、

二

、
三
年
目
に
な

る
と
、

親
の
方

に
知

ら
せ
な
い
ま
ま
転
職

等
し

て
い
る
。
就

職
し

た
が
、
条

件
が
ち

が
っ
て

い
る
。

職
種

が
ち
が
う
な

ど
で
村

に
帰

っ
た
り
、

転
職
し
た
り
し
て

い
る
こ

と
な

ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ぽ
か
に
は
、
七

月
三

十
一
日
婦
人
会
館
で
留
守
家
族

の

懇
談
会
、
八

月
に
は
商
工

会
館
で
出

か

せ
ぎ
者
家
族
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
こ

と
で
し
た
。

事
業
計
画

で
は
、
『

季
節
労
務
者

の
現
地
訪
問
（

学
卒
集
団
就
職
現
場
も

含
む

）
一
、
留
守
家
族
の
慰
問
激
励
、

『

賃
金
不
払

、
災

害
事
故
対
策
、
一
、

献
血
推
進
、
健
康
診
断
完
全
実
施
、
一
、

技
能
習
得
、
講
習
会

参
加
、
『

留
守

家
族
（
少
年
）
の
非
行
防
止
の
六
項

目

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画

の
中

の
災
害
事
故
対
策
で
は
、
年

々
危

険
な

仕
事
が
ふ
え
て
い
る
の
と
、
交

通
事
故

が
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
出
か
せ
ぎ
者
全
員
が
加
入
す
る

よ
う
に
と
、
傷
害
保
舍
、日
入
者
に
は
、

千
五
百
円

の
半
額
の
七
百
五

十
円

を
助

成
す

る

計
画
で
す

。

た
だ
し
こ
の
保
険
は
。
半
年
間
だ
け
の
も

の
で
す

。（
当
然
の
こ
と
で
す
が
村
長
の

予
算

編
成
権
、
議
会
の
予
算
議
決
が
前

提
条
件
と
な
り
ま
す
。
）

現

地
訪
問
に
つ
い
て
は
、
夏
型
は
七

月
に
、
冬
型
は
十
一
月
に
各
三

人
派
遣

す
る
こ
と
に
、
こ
の
ほ
か

に
は
、
留
守

宅
通
信
を
二
ヶ
月

に
一
回
発
送
す

る
こ

と
、
留
守

宅
家

族
大
会
を
開
催
す

る
こ

と
、
技
能
習
得

、
講
習
会
に

つ
い
て
は
、

一
月

か
二
月

に
実
施
す

る
こ
と
、
留
守

家

族
（
少
年

）
の
非
行
防
止
に

つ
い
て

は
、
座
談
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
が
決

ま
り

ま
し
た

。

二

月
三

日
午
後
一
時
半

か
ら
、
セ
ン

タ
ー
に
八

十
人
の
会
員

が
出

席
し
て
、

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

の
総
会
が

開
か
れ
、
経
過
報
告
、
活
動
方
針
、
予

算
、
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
午
後
五

時
半
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
両

佐
井

、
各
部

落
に
車
を
走
ら
せ
総
会

に
出

席
す

る
よ

う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
開
会
時
間

に
な
っ
て
も
、
出
席
人
員
が
少
な
く
、

午
後
一
時
半
す

ぎ
よ
う
や
く
開
会

し
ま

し
た
。

経
過
報
告
で
は
、
昨

年
六

月
に
佐
井

村
季
節
労
務

者
対
策
協
議

会
が
発
足
し

た
こ
と
は
、

活
動
の
中
か

ら
一
つ
一
つ

積
み
あ
げ
て

来
た
成
果
で

あ
る
こ
と
。

全
国
出
か
せ

ぎ
者
連
合
会

の
結
成
に
つ

づ
い
て
、
青

森
県
連
合
が

結
成
さ
れ
た

が
活
動
が
停

滞
し
て
い
る
。

又
、
郡
連
絛

は
準
備
会

に
は
出

席
し

た
が
、
色

々
な

問
題
が
多
く
ま
だ
結
成
さ
れ
て
は
な
い

こ
と
。
職
業
訓
練
指
導
で
は
、
土
木

施

行
法
だ
け
し
か
出
来
な
か
っ
た
こ
と
の

反
省
。
留
守
家
族
懇
談
会
を

開
い
た
が
、

婦
人
か
ら
の
出
席
者
が
な
く
、
組
合
員

を
通
じ
も
っ
と
教
宣
す
べ
き
だ
と
の
反

省
。
教
宣
活
動
に
つ
い
て
は
、
出

か
せ

ぎ
通
信
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
ま
な
か
っ
た

こ

と
の
反
省

。
そ
の
他
で
は
、
出
か
せ

ぎ
共
済
へ
は
ほ
と
ん

ど
加
人
し
た
こ
と

で
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、。
匸

組
織
の
拡
大



強
化
、
一
、
学
習

活
動

の
実
施
、
一
、

各
種
懇
談
会

の
開
催
、
『

教
員
活
動

の
強
化
、
一
、
出

か
せ

ぎ
共

済
へ
の
加

入

促
進
の
五

項
目

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
村
内

の
出

か
せ

ぎ
者
の

う
ち
こ
の
協
議
会

に
ま
だ
加
入
し
て

い

な

い
人
達
に
加
入
す

る
よ
う

に
働
き
か

け
る
こ
と
。
各
種
職
業

技
術
訓
練
と
あ

わ
せ
て
、
労
働
講

座
を

対
策
協
議
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行

な
う
こ
と
。
留
守

家
族
、
出
か
せ

ぎ
中

の
こ
と
な

ど
、
諸

問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
対
策
協
議
会

と
一
緒

に
懇
談
会

等
を

開
く
こ
と
。
出

か
せ

ぎ
者
、
留
守

宅
通
信
、
文
集
の
発

行
を
す

る
こ

と
。
出

か
せ
ぎ
者
全
員
に

出
か
せ

ぎ
共
済

に
加
入

さ
せ
る
こ
と
。

対
策
協
議
会

と
一
緒

に
、
傷
害
保
険
に

加
入
す

る
よ
う
会

員
に
呼
び
か
け
る
こ

と
な

ど
で
し
た

。
こ
の
あ
と
、
役
員
改

選
に
入
り
次
の
方

々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

会

長
、
金
谷
英
彦
（
大

佐
井

）
、
副
会

長
、
加
藤
秀
夫
（
原
田

）
、
能
登
昭
造

（

古
佐
井

）
、
執
行
委

員
、
北
田

幸
雄

（

大
佐
井

）
、
長

島
市

郎
（

大
佐
井
）

北
川
勝
司
（
古
佐
井

）
．
東

出
若
夫

（
磯

谷
）
、
木
下
正

一
（
古

佐
井
）

総 会 光 景

一
月
三
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
、
県

主
催
で

″
佐
井
村
の
今
後
の
水
産
業
の

あ
り
方
″
と
題
し
て
村
、
漁
協
、
研
究

会
を
中
心
に
漁
協
二
階
大
会
議
室
に
約

百
人
の
代
表
者
が
集
ま
り
熱
心
な
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
合
言
葉
と
な
っ
て
い
る
、
養
増

殖
漁
業
の
コ
ン
ブ
養
殖
や
栽
培
漁
業
と

い
わ
れ
る
魚
の
稚
魚
を
化
学
的
に
「
ふ

か
」
さ
せ
、
海
に
放
流
し
自
然
を
保
護

し
計
画
的
な
漁
獲
の
向
上
を
は
か
る
こ

と
を
目
標
に
、
今
盛
ん
に
こ
の
研
究
に

と
り
く
ん
で
い
る
事
は
、
水
産
業
に
従

事
す
る
人
に
と
っ
て
、
将
来
の
明
る
い

見
と
お
し
で
あ
る
事
な
ど
、
県
か
ら
の

熱
の
こ
も
っ
た
説
明
に
、
真
剣
に
耳
を

か
た
か
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
題
に
入
り
青
森
県
で
、

二
ヶ
所
よ
り
実
施
し
て
い
な
い
ひ
ら
め

の
活
魚
（
生
か
し
た
ま
ま
で
市
場
に
運

士

が
成
功
し
、
普
段
の
二
倍
の
高
値

で
取
引
き
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
漁
民
に

と
っ
て
は
、
働
き
が
い
の
あ
る
話
し
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
年
一
月
に
入
っ

て
、
一
万
数
子
キ
ロ
の
実
績
を
あ
げ
、

一
日
海
へ
出
漁
す
れ
ば
子
キ
ロ
平
均
を

水
揚
げ
す
る
と
い
う
事
で
、
佐
井
村
の

水
産
業

に
こ

れ

か
ら
一
躍

脚
光
を
も
た

ら
す
も
の
と

思

い
ま
す
。

特
に
佐
井
村

で
、
研
究
会

が
独
自
に
ひ

ら

め
の
規
定

（

大
き
三

を

も
う
け
、

こ
れ
ら
の
規

定
に
み
た
な

い
ひ
ら

め
に

つ
い
て
、
標

識
を

つ
け
て

放
流
す
る
と

い
う
進
歩
的

な

試
験
研

究

を
し

て
、
魚

類

の
回

遊
観

察

や
、
海
流

、

水
温

な
ど
の

調
査
を

行
い
、

青
森
県
は
も
と
よ
り
、
他
県
で
も
佐
井

村
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
、

漁
場
の
確
保
や
未
利
用
漁
場
の
開
発
、

水
産
振
興
上
貴
重
な
調
査
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
魚
類
の
「
餌
」
と

な
る
ド
ジ
ョ
ウ
の
蓄
養
殖
に
つ
い
て
も

地
元
で
の
研
究
、
先
進
址
視
察
な
ど
、

技
術
の
向
上
に
努
め
、
餌
の
確
保
に
対

す
る
研
究
意
欲
が
充
分
に
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
井
村
の
水
産
業
の
今
後

の
あ
り
方
を
ま
と
め
て
見
ま
す
と
、
養

増
殖
漁
業
と
一
本
釣
漁
業
と
に
大
別
さ

れ
「
採
る
漁
業
か
ら
造
る
漁
業
」
へ
の

脱
皮
と
栽
培
漁
業
を
中
心
と
し
た
活
魚

の
出
荷
体
制
を
作
り
、
漁
民
一
人
一
人

の
生
産
所
得
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

努
力
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

会 議 光 景

熱心に県の説明をきく青壮年のみなさん

少

年

少

女

世

界

文

学

集

寄

贈

さ

れ

る

佐
井

営
林
署
に
勤
務
の

野
田
喜

雄

さ
ん
が
、
セ

ン
タ

ー
図
書
室

に
、

少
年

少
女
世
界

文
学
集
二

十
六

巻

を
寄

贈
し
参

だ
。
小
中

学
生
の

み
な

ざ
ん

、
ど
し
ど
し
利

用
し
て

下

亀
い
゜



昭
和
四
十
八
年
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
二

百

二
十
八
日
か
ら
三
月
十

三
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
、
春
に
は
特
に
火

災
予
防
思
想
の
高
揚
を
ば
か
り
、
火
災

を
防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発

生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。全

国
一
斉
実
施
事
項

・

百
貨
店
、
地
下
街
、
旅
館
、
ホ

テ
ル
等
に
お
け
る
安
全
避
難

罔

避
難
路
の
確
保

㈲

避
難
誘
導
の
徹
底

罔

避
難
訓
練
の
実
施

・
わ
が
家
の
安
全
管
理

罔

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た

ば
こ
防
止

㈲

外
出
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

の
励
行

罔

老
人
、
子
ど
气

病
弱
等
の

就
寝
場
所
の
安
全
点
検

・

車
両
お
よ
び
林
野
火
災
の
予
防

春
の
火
災
を

防
ぎ
ま
し
よ
う

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
南
西
の

風
が
吹
い
て
、
毎
年
い
ち
ば
ん
多
く
火

災
の
発
生
す
る
時
期
で
す
。
ま
た
春
の

農
繁
期
と
、
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
ま
す
。
留
守
が
ち
に
な
り
、
火
の
取

り
扱
い
が
い
つ
も
よ
り
お
ろ
そ
か
に
な

る
た
め
、
四
月
二
日
か
ら
四
月
二
十
一

日
ま
で
の
二
十
日
間
「
青
森
県
春
の
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
事
項

わ
が
家
の
安
全
管
理

ア
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
と
寝
左

ば
こ
の
防
止

た

ば
こ

に
よ

る
火
災
は
依
然
上

位
を
し
め
、
今
後
も

増
加

の
傾

向

に
あ

り
、
春
は
空
気
も
乾
燥
す

る

の
で
寝
た

ば
こ
の
防
止
を
は

か
る

ほ
か
、
愛
煙
者
の
喫
煙

マ
ナ

ー
の

徹
底
を
は

か
る
。

イ

、
外

出
、
就
寝
前

の
火

の
元
点

検
と
、
老
人
や
子

ど
も
、
病
弱

者
の
就
寝
場
所
の
点
検

外
出
中
や
就
寝
中
は
火
災
の
発

見
が
た
く
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
火

の
元
を
点
検
す
る
習
慣
を
身
に

つ

け
る
ほ
か
、
老
人
や
子

ど
も
な

ど

は
避
難
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
就
寝

さ
せ
る
よ
う
そ
の
徹
底
を
は
か
る
。

以
上

の

ぼ
か
、
車
両
や

、
林
野
火
災

の
予
防
な
ど
幅
広
い
火
災
予

防
運
動
を

実
施
し
、
火

災
予
防

の
徹
底
を
は
か
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
か
ら
、
村
民

の
ご

協
力
を

お
願

い
し

ま
す

。

昭
和
四

十
六
年
中
の
子

ど
も
の
交
通

事
故
に
よ

る
犠
牲
者
は
、
死
亡
三

十
六

人
、
重
軽
傷
千
七
百
九
十
四
人
を
数
え

ま
し
た
。

昭
和
四

十
八
年
度
の
小
学
校
に
入
学

す
る
一
年
生
は
、
県
内
に
二

万
二

千
五

百
八

十
五

人
（
佐
井
村
で
は
、
七
十
九

Ａ

お
り
ま
す
。
こ
の
子
ら
を
悲
惨
な

交

通
事
故
の
犠
牲
か
ら
守
っ『
て
や
る
の

が
保
護

者
の
つ
と
め
で
す
。

子

ど
も
た
ち
は
、
学
校
の
先
生
の
教

え

る
こ

と
は
忠
実

に
守

り
ま
す
。
学
校

で
は
、

道
路
の
正
し

い
歩
き
か
た
を

は

じ
め
、
初
歩

的
な
交

通
ル

ー
ル

に
つ
い

て
は
相
当
な
時
間
を

と
っ
て
教
え

て
お

り
ま
す
の
で
、
子

ど
も
を
も

つ
家
庭
で

も
学
校
で
教
え

る
こ
と

に
あ

わ
せ
た
指

導
に
心
が
け

る
こ

と
で
す

。
身
近
な
例

と
し
て
は
、
毎
日
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
が

知
ら
せ
る
県
内
の
交
通
事
故
を
話
題
に

し
な
が
ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
必
要

性
を

か
み
く
だ

い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
外
出

の
時
は
、
実
地
に
そ

の
場
に
あ
わ
せ
た
指
導

に
つ
と
め
る
こ

と
で
す

。
ま
た
、
保
護

者
が
心
が
け
て

ほ
し

い
こ

と
を

あ
げ
て
み

ま
す
と
次
の

と

お
り
で
す

。

乙
学
校
へ
送
り
出
す
と
き

Ｉ

少
し
早
目

に
送
り
出
す
こ
と
。

２

持
ち
も
の
は
で

き
る
だ
け
少
な

く
す

る
こ
と
。

３

出

が
け
に
し

か
っ
た
り
、
せ
き

た
て
た
り
し
な

い
こ
と
。

４

忘
れ
な

い
で

「
車

に
気
を

つ
け

て
ね
」
な

ど
の
声
を

か
け
て
送
り

出

す
こ
と
。

５

雨
の
日
は
、
運
転
者
か
ら
よ
く

見

え
る
よ
う
に
黄
色
の
雨
具
な

ど

を

着
用
さ
せ
る
こ
と
。

△
家
に
帰
っ
た
ら

子

ど
も

の
交

通
事
故
は
、
通
学
時

よ
り
帰
宅
後

の
事
故
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す

。
と
く

に
遠
出

の
と
き
よ
り

自
宅
の
付
近
で
遊
ん

で
い
る
と
き
の

方
・が
事
故

が
多

い
の
で
安
心
で
き
ま

せ
ん
。 新

入

学

近

し

ま
ず
通
学
路
に

慣
凡
さ
せ
ま
し
ょ
う



１

帰
宅
の
あ

い
さ
つ
を
励
行

さ
せ

る
こ
と
。

２

外
出

先
と
帰
宅
時
間
を
守

ら
せ

３

遊
び
場
は
よ
く
確
か
め
て
危
険

の
な

い
と
こ
ろ
を
え
ら
ん
で
遊

ば

せ

る
こ
と
。

４

か
ら
だ
に
あ
わ
な

い
自
転
車

に

は
乗
せ
な

い
よ
う

に
。
ま
た
、
低

学
年
の
う
ち
は
道

路
で

乗
せ
な
い

こ
と
。

△

保
護
者
は
、
自
分
の
子

ど
も
が
次
に

の
べ

る
よ

う
な
性
格
を
も
っ
て

い
れ

ば
、
そ

れ
に
適
し
た
指
導
を
し
て
く

だ
さ
い
。

１

お
ち
つ
き
の
な

い
子

ど
も

。

２

身
の
ま
わ
り
を

自
分
で
処
理
で

き
な

い
で
他
人

に
た
よ

り
が
ち
な

。

子

ど
も
。

３

衝
動
的
な
子

ど
も

。

４

イ
ラ
イ
ラ
し
て
感
情

の
不

安
定

な
子

ど
も

。

５

兄
弟
、
友
人
と
ケ
ン

カ
の
多
い

子

ど
も
。

就
職
者
の

健
康

健

康
を
守

る
習
慣

こ
と
し
も
三

月

に
な

る
と
、
多
く
の

高
校
・
中
学
校
卒
業
者
が
県
外

に
就
職

し
て
い
き
ま
す
。
ふ
る

さ
と
を

巣
立

つ

ま
え
に
、
い
ま
か
ら
心
の
準
備
を
し

ま

ま
ず
健
康
保
持
の
た
め

の
習
慣
を

つ

け
ま
し

ょ
う

。
地
味
な
こ

と
で
も

、
生

涯
の
健
康
を
守
る
た
め
の
基

礎
に
な
り

ま
す
。手

を
洗
お
う

手
を
洗
う
習
慣
を

つ
け
ま
し

ょ
う
。

と
く
に
食
事
前
や
用
便
後
に
は
よ

く
手

をヽ
洗

い
ま
し
ょ
う
。

消
化
器
系
の
細
菌
は
、
手
や

囗
を

と

お
し
て
入
り
ま
す

。
口
に
入

る
前
に
、

手
を
洗
っ
て
細
菌
を
し
め
出
す
の

で
す

。

手
を
洗
う
に
は
、
水

道
の
蛇
口

の
下

で
、
石

け
ん
を

つ
け
て
二
度
洗

い
流
し

ま
す
。
指
の
ま
た
や
、
爪
の
間
は

と
く

に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

。

ウ
ガ
イ
も
大
切

作
業
の
あ
と
や
、
人
ご
み

か
ら
帰
っ

た
と
き
は
、
ウ

ガ
イ
を
し
ま
し

ょ
う

。

水
で

い
い
の
で
す

か
ら
、
口

の
中
を

ゴ

ボ
ゴ
ボ
と
三

回

ゆ
す

ぎ
、
そ

れ
か
ら
上

を
む

い
て
、
の

ど
の
奧

の
方
を
カ

ラ
カ

ラ
と
三

回
ウ

ガ
イ
し
ま
す

。

慢
性
病
を
な
お
し
て
お
こ

う

歯
、
目
、
耳
の
病
気

が
あ

っ
た

ら
い

ま
の
う
ち
に
治
療
を
し
て

お
き
ま
し

ょ

う
。
就
職
し
た
と
き
に
、
慢
性
の

病
気

を
も
っ
て

い
れ
ば
、
心
の
負
担

と
な
り

ま
す
。
環
境
の
変
化
に
も
適
応
で

き
な

く
な
り
、
思
わ
ぬ
苦
し
み
を
す

る
こ

と

が
あ
り
ま
す
。

旅

立
ち
の
前
に

出
発
す
る
前
に
、
健
康
を
守

る
た
め

の
注
意
な

ど
を
聞
く
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ

ば
た

い
へ
ん
よ

い
と
思

い
ま
す
。

養
護

教
諭

、
医
師
、

保
健
婦
、
栄
養

士
な

ど
の
専
門
家

か
ら

、
い
ろ
い
ろ
話

を
聞

い
て
く

だ
さ
い
。

と
く
に
栄
養
の
知
識
を
知
っ
て
ぽ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
い
る
と
き
に
く
ら
べ
て

食
事
の
質
も
量
も
ち
が
い
ま
す
。
空
腹

だ
か
ら
と
い
っ
て
た
だ
食
べ
物
を
詰
め

こ
め
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
正
し
い
知
織
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
、
健
康
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

税
の
処
分
に
不
満
が
あ
る
と
き
は

遠
慮
な
く
異
議
申
立
て
を

税
務
署
か
ら
税
金
の
更
正
や
決
定
を

受
け
た
り
、
財
産
の
差
押
え
を
受
け
た

場
合
な
ど
で
、
そ
の
処
分
が
納
得
で
き

な
い
と
き
に
は
、
税
務
署
に
「
異
議
申

立
て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
申
立
て
に
対
す
る
税
務
署
の
決

定
に
も
ま
だ
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、

さ
ら
に
国
税
不
服
審
判
所
に
「
審
査
請

求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
税

不
服
審
判
所
は
、
国
税
局
や
税
務
署
か

ら
独
立
し
た
機
関
で
、
納
税
者
の
不
満

を
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
ち
ら
も

手
続
き
が
簡
単
で
費
用
も
か
か
り
ま
せ

ん
か
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（

む

っ

税

務

署

）

郵
便
貯
金
預
金
者

貸
付
け
の
取
扱
い
は
じ
ま
る

国

民
の
み
な
さ
ん
が
、
郵
便
貯
金
を

い
っ
そ
う
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

一

月
か
ら
預

金
者
貸
付
け
の
取
扱

い
を

全
国
の
郵
便
局
で
は
じ
め
ま
し
た

。
貯

金
を
す

る
と
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的

を
も
っ
て
、
で
き

る
だ
け
大

き
く
ふ
や

す
こ
と
を
考
え
ま
す
が
、
日
常
生
活
の

う
ち
に
は
、
予
期
し
な
い
お
金
が
急
に

必
要
に
な
り
、
心
な
ら
ず
も
貯
金
を
お

保
険
料
は
年
度
内
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
分
、

五
月
分
、
六
月
分
は
七
月
末
日
ま
で
と

い
う
よ
う
に
、
三
ヵ
月
分
ご
と
に
納
期

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十

七
年
度
分
の
保
険
料
は
、
四
十
八
年
四

月
末
日
が
最
終
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。も

う
一
度
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う

か
、
手
元
の
納
付
令
書
な
ど
を
よ
く
調

べ
て
く

だ
さ

い
。

納
め
た

つ
も
り
で

い
て

も
、
実

は
、
納
め
忘

れ
が

あ
っ
た

と
い
う
こ
と

が
案

外

に
多

い
も
の
で
す

。

こ
の
保
険

料
を
納
期
限

ま
で

に
納

め
て

い
ま
せ

ん

と
、
万
一

け
が
を
し
た

り

ご
主
人

が
死
｛

｝
し
た

り
し

た

と

き

な

ど

障

害

年

金

や

母

子

年

金

が

受

け

ら

れ

な

く

な

っ

た

り

、

老

後

の

生

活

の

安

定

の

た

め

の

老

齢

年

金

を

受

け
｛

る

こ

と

が

で

き

聯

い

と

い

う

こ

と

に

も

゛
な

り

ま

す

。

／／／Ｓ
／

”
’‘い
つ
匚
ヽ
’

四

月

分

か

ら

翌

年

の

三

月

分

ま

で

の

保

険

料

は

、

翌

年

の

四

月

を

過

ぎ

ま

す

と

、

市

町

村

役

場

で

は

納

め

ら

れ

な

く

な

り

ま

す

。

直

接

社

会

保

険

事

務

所

に

納

め

る

か

、

納

付

書

を

使

っ

て

郵

便

局

で

納

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り

、

た

い

へ

ん

手

数

が

か

か

る

こ

と

に

な

り

、

何
力
月
分
も
滞
納
し
て
し
ま
う
結
果
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
何
力
月
分
も
滞
納
し
ま
す
と

保
険
料
の
額
も
大
き
く
な
っ
て
、
一
度

に
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
に
少
し
の
滞
納
の
た
め
に
、
せ

っ
か
く
の
年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
隕
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
面
倒
な
方
の

た
め
、
将
来
の
保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め

納
め
て
お
く
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
が
な
く
て
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方

の
た
め
に
、
保
険
料
を
免

除
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す

こ
の
保
険
料
の
免
除
を

う
け
た
場
合
の
老
齢
年
金

の
額
は

、
保
険
料
を
納

め
た
期

間
の
年

金
額
よ

り
も
低

く
な

り
ま
す
。

で
す
か

‐
ら
保
険
料

の
免
除
を

う
け
た
方

は
、
将

来
資
力

が
回
復
し
た

と
き
に

、
以

前
に

免
除
を

う
け
た

期
間

の
保
険
料

を
納
め

て

、
よ

り
高

い
老
齢

年
金
を
う

け
ら
れ

る
よ

う
保
険
料

の
追

納
を
お

す
す
め
し

ま

す
。

保
険
料
の
納
付

方
法

、
前
納

、
免
除

追

納
な
ど

に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と

は

民

生
相
談
課
年

金
係
で
お
た

ず
ね
く

だ

さ
い
。

国民年金



ろ

さ
れ

る
こ

と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ

の
よ
う
な
時

に
、
郵

便
局

の
貸
付

け

を
利
用

さ
れ

ま
す

と
、
預

け
た
貯
金

は

そ

の
ま
ま
に
し

て
、
こ

れ
を
担

保
に
、

一
時

的
に
必
要

に
な
っ
た
お
金
を

、
安

い
利
子

と
、
簡
単
な
手
続
き
で
即
座
に

借
り
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
貯
金

を
続

け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
預
け
入

れ
た
郵

便
局

で
な
く
て
も
、
全
国

ど
こ

の
郵
便
局
で

も
借

り
ら
れ
ま
す
か
ら
、

お
気
軽

に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
の
制

度
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で

す
。

一
、
貸
付
金
額

担

保
に
さ
れ

る
定
額

、
積
立
貯

金

の
九
十
（

－

セ

ン
ト

ま
で
の
金

額
を

一
人

最
高
十
万
円

ま
で
借

り
ら
れ
ま

す

。
家
族
五
人

で
す

と
五

十
万
円

ま

で
と
な
り
ま
す

。

二

、
貸
付
期
間

最
高
六
ヶ
月
で
す

。

三
、
貸
付
利

率

最
低
年
三

・
二
五

パ
ー
セ

ン
ト
か

ら
最
高
六

こ

一
五

パ
ー
セ

ン
ト
ま
で

の
段

階
別

に
分

か
れ
て
お
り
、
貯
金

の
預
入
期
間

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

四
、
貸
付
け
の
申
し
込
み

担

保
と
さ
れ
る
貯

金
証
書
な
ど
と

印
鑑
を
郵

便
局
へ
持
参
し
窓
口
へ
提

出
す
れ

ば
、
そ

の
場
で
借
り
ら
れ
ま

す

。
（
利

息
は
後
払

い
で
す
。
）

詳
細
は
郵

便
局

窓
口
、
又
は
外

務
員

に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。（

佐
井
郵
便
局
一

入
学
、
就
職
、
転
任
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
転
出
証
明
書
を
請
求
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

転
出
証
明
書
は
住
所
を
定
め
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
届
出
期
間
を
経
過
す
れ
ば
、

住
民
登
録
法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
届
出
し
な
い
と
選
挙
人
名
簿
に

も
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

転
出
証
明
書
の
届
出
、
ま
た
交
付
を

受
け
る
人
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険

国
民
年
金
へ
加
入
し
て
い
る
人
は
、
保

険
証
、
年
金
手
帳
及
び
証
書
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

「
よ
ご
れ
た
川
」
に
対
し
て

広
報

新
年
号

に
、
山

崎
嘉
子
さ
ん
の

「
よ
ご

れ
た
川
」

と
題
し

た
作
文

が
掲

載

さ
れ

ま
し
た
が

、
そ

の
中

で
「
…
…

役
場
の

人
に
お
願

い
し

て

」
と
あ
っ
た

個
所

に
痛
く
う
た
れ
ま
し

た
。

大
佐
井
川

に
し

て
も
古
佐
井
川

に
し

て
も
県
管
理
の
河
川
で

改
良
工

事
な
ど

は
、
県
費
で
や
り
ま
す

が
、
川
の
清
掃

費
は
県
で
も
み
て

い
な

い
よ
う

で
、
地

元
で
汚

さ
な

い
よ
う

に
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て

い
ま
す

。
村

で
も
年

末
に
は
、

人
を
頼
ん
で
清
掃
し

ま
し
た
が
、
今
で

は
ミ
カ
ン
の
皮
、

ダ
ン

ボ
ー
ル
で
み
に

く
く
汚

れ
て

い
ま

す
。
み
ん
な
で
、
ゴ

ミ
を
捨

て
な

い
よ

う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

管
内
小
中
学
校

卒
業
式
挙
行
日

十
六
日

佐
井
中
学
校

長
後
小
中
学
校

十
七
日

福
浦
小
中
学
校

牛
滝
小
中
学
校

二
十
日

磯
谷
小
中
学
校

二
十
二
日

佐
井
小
学
校

原
田
小
学
皎

村
政
の
窓
口

一

月

三

十

日

季

節

労

務

者

対

策

協

議

会

総

会

二

月

三

日

季

節

労

務

者

協

議

会

総

会

八

日

老

人

ク

ラ

ブ

（

寿

会

）

衛

生

教

育

九

日

保

健

協

力

員

研

修

十

七

日

防

犯

協

会

佐

井

方
蔀

結

成

式

こ

よ

み

と

行

事

十

二

日

ゴ

ミ

回

収

十

五

日

ゴ

ミ

回

収

十

八

日

彼

岸

入

り

、

ゴ

ミ

回

収

二

一

日

春

分

の

日

、

ゴ

ミ

回

収

二

四

日

ゴ

ミ

回

収

二

七

日

ゴ

ミ

回

収

二

九

日

献

血

（

役

場

前

午

後

一

時

半

か

ら

午

後

四

時

ま

で

厂

χ
―！ｙ

ｋｔ丶

三

十

日

献

血

（

役

場

前

午

後

九

時

か

ら

午

前

十

一

時

半

圭

三

ブ

戛
回

収

四

月

三

日

ゴ

ミ

回

収

戸

籍

の

窓

口
二
月
十
九
日
現
在

○

お

誕

生

お

め

で

と

う

福
田

貴

代

（
義

⊃

大

佐

井

中

村

奈

央

子

（
喜

匸

古

佐

井

福

田

亜

希

子

（

勉

）

大

佐

井

柳

田

秀

子

（
哲

雄

）

原

田

大

石

弘

子

（
義

コ

長

後

竹

内

い
ち

子

（
光

雄

）

牛

湟

奥

本

智

子

（

次

男

）

大

佐

井

川

村

道

興

（
義

道

）

大

佐

井

若

山

光

子

（
繁

光

）

古

佐

井

山

本

芳

子

（
秀

夫

）

古

佐

井

坪

谷

祐

典

（
忠

昭

）

古

佐

井

砂

川

至

（
佳

已

）

古

佐

井

田

中

千

穂

（
正

行

）

誉

狸

○

ご

結

婚

お

め

で

と

う

木

下

昇

矢

越

岩

尾

友

子

一
い

わ

き
市

一

金

沢

豊

大

佐

井

蒔

田

光

子

一
足

寄

町
｛

宮

田

桂

原

田

井

上

洋

子

一
湯

沢

市
｛

山

崎

晃

大

間

町

中

村

静

子

一
大

佐

井
一

若

山

昭

一

古

佐

井

新

田

静

子

一
大

間

町
一

新

田

春

好

磯

谷

工

藤

喜

美

子

一
木

造

町
一

束

出

昇

原

田

中

村

ヨ

シ
子

こ
二

沢

市
一

北

山

清

美

大

間

町

横

浜

す

い
子

一
原

田
一

大

塚

博

史

む

つ

市

小

笠

原

蘭

子

一
大

佐

井
一

奈

良

光

男

黒

石

市

太

田

京

子

一
古

佐

井
一

田

中

実

一

福

浦

１
．笠

原

京

子

一
青

森

市
｛

折

笠

害－

一

須

賀

川

市

｝

若

山

恵

美

子

｛

古

佐

井

｝

高

橋

功

新

地

町

東

出

ち

い
｛

原

田
一

高

田

寛

相

馬

市

松

沢

俊

江

一
原

田
｛

内

藤

弘

杉

並

区

田

中

い

圭

一
磯

谷
一

高

橋

富

雄

む

つ

市

新

田

秋

子
｛

磯

谷
一

木

部

久

夫

原

田

伊
勢
田

祐
美
子

一
東

通

村
一

大

畑

義

隆

牛

滝

石

岡

聖

子

一
浪

岡

町
一

高

橋

日
出
男

牛

滝

山

内

優

子

一
青

森

市
一

渡

辺

彰

嘉
茂
別

町

若

山

陽

子

一
古

佐

井
一

岡

沢

豊

古

佐

井

小

幡

安

子

一
府

中

市
一

北

野

友

官一

大

佐

井

花

田

美
津
子

一
福

島

町
一

○
ご

逝
去
お
く
や
み
申
し

ま
す

金

沢

り
さ

（
五

郎
）

大
佐
井

‐

大
石

弘
子

（
義

匸

長

後

磯

川

留
太
郎
（
徳
蔵
）

磯

谷

東
出

幸
子

（

巌

）

川

目

佐

藤

政
之
助
（
智
恵
）

原

田

東
出

与
三

郎
（

巌

）

川

目

東
出

利
八

匸

兀

）

磯

谷

人 口 と 世 帯

男 ２，３８２人

女 ２，５０５人

計 ４，８８７人

世帯数 １，１２３世帯

Ｓ．４８．２．１現在

編
集
と
発
行

佐
井
村

役
場
〈
総
務
課
〉

印
刷
所

協

同

印

刷
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